
















を有する二量体型インドールアルカロイド (+)-haplophytine (1) とその類縁化合物の収束的合
成経路の確立を目指し、本研究に着手した。  
1. (+)-Haplophytine の収束的全合成 






























ングを行った。左ユニットであるテトラヒドロ-β-カルボリン 4 をヨードインドレニン 5 とし
た後、AgNTf2により処理し、即座に右ユニット 6 を添加する条件で、カップリング体 7 を総
収率 57% (ジアステレオマー比 2.4:1) で得ることに成功した。得られた 7 を 2 工程の変換に
より 9 環性化合物 8 へ導いた後、インドリン窒素原子上のアリル基の除去を検討した。既存
の条件では脱アリル化体は低収率であったが、PPTS、マロン酸ジメチル存在下、Pd(PPh3)4を
作用させる条件で望む脱アリル化が進行することを見出し、続く Boc 基による保護を経て、
骨格転位反応の基質 9 を合成した。次に、鍵反応である 2-クロロチオフェノールを用いた酸
化を伴う骨格転位反応の条件に付した結果、酸化に敏感な官能基を損なうことなく反応は円
滑に進行し、目的物 10 を 70%の高収率で得ることに成功した。その後、種々官能基変換を行
い、(+)-haplophytine (1) の収束的全合成を達成した (Scheme 1)。 
Scheme 1 
 
2. 類縁化合物 cimiciduphytine の合成研究 





(12) を選択し、合成研究に着手した。Cimiciduphytine (12) は






【Cbz 基を有する基質を用いての合成研究】 まず、対応する両ユニット 13 と 15 を用い、
AgNTf2によるカップリングを行った結果、望みの反応は問題なく進行し、総収率 60%でカッ













に対し、6 工程の変換によりラクトン環を有するジアミノエテン 20 へと導き、選択的な Ns









型インドールアルカロイド (+)-haplophytine (1) の収束的全合成を達成した。本手法では、類
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ている。その結果、銀試薬を用いた 2 つの多環性化合物のカップリング後、わずか 9 工程
で(+)-haplophytine への誘導に成功し、効率的かつ収束性の高い全合成経路を確立している。 












 以上、本研究は、2 つの多環性化合物の直接的カップリングにより、(+)-haplophytine の
全合成に加え、cimiciduphytine の提唱構造の合成研究へも応用している。このように、本
研究は未だ研究が不十分である二量体型インドールアルカロイドの合成について、新たな
指針を与え、創薬化学ならびに天然物合成化学に重要な知見を提供するものであり、有機
合成化学を基盤とした薬学分野の発展に大きく寄与すると期待される。よって，本論文は
博士（薬科学）の学位論文として合格と認める。 
